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2022年度 第1回　医療機器等管理委員会議事録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：2022年5月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：05～15：20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録： 松下　恵美
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜定期点検報告＞
東病棟：異常無し
西病棟：異常無し
北病棟：異常無し
南病棟：欠席
外来：異常無し
南山苑：異常無し
LCPみさわ：異常無し
＜R4年度 事業計画＞

【計画概要】

　患者様・利用者様へ安全且つ適切な医療を提供するために、各部署・施設で使用している、医療機器・用具・材料の把握/保守点検/安全使用のための研修を定期的に行い、職員がそれらを安全且つ適切に使用する事ができる。
【事業目標】

１. 委員会の開催（継続）
　２. 保守点検計画の策定と保守点検の実施（継続）
　３. 添付文書等の管理と医療機器に係る安全性情報等の収集（新規）
　４. 点検基準・手順書の見直し（継続）
　５. 医療機器に関する研修の実施（継続）
【目標達成の為の具体的行動計画】

　１．委員会の開催（継続）

　（１）定例委員会　

①毎月第3火曜日　15：00～15：30

　（２）臨時委員会の開催

①審議事項がある場合はその都度委員会を開催する。
　（３）参加率向上
　　　①100％の参加率を目標とし、参加を呼び掛けていく。

　
２．保守点検計画の策定と保守点検の実施（継続）

　（１）医療機器の保守点検及び日常点検の実施。

①保守点検（保守点検契約業者）の必要な機器は年2回
＜年1回＞
心電計（6月）、脳波（3月）、モニター心電図（4月）、X線検査装置（4月）、画像読み取り装置（5月）
＜年2回＞
CT検査装置（1.7月）、血球計数機（4.10月）
②定期点検
＜毎月＞
AED・吸引器・救急カート・心電図モニター
　⇒点検表のチェック項目に沿い、部署管理者・庶務チーム・委員にてラウンド点検を実施する。
点検表には実施のサインをし、定期点検報告書の提出（部署管理者・委員の捺印）・保管する。
③日常点検
＜毎日＞
AED・救急カート
　　　　⇒パソコン上の点検簿へ確認サインを入力。異常時はすみやかに報告し、修繕依頼をする。
　　　　　各日常点検報告書の提出（部署管理者・庶務チーム・委員の捺印）・保管する。
④医療機器の新規購入があった場合は、医療機器データベースに追加・点検計画を立てる。
　

　（２）医療用具の点検の実施。

①定期点検　
＜毎月＞
ベッド、車椅子、歩行器、シルバーカー・ストレッチャー・点滴スタンド・拘束帯

⇒点検表のチェック項目に沿い、部署管理者、庶務チーム、委員にてラウンド点検を実施する。

　　　　　点検表には、実施のサインをし、医療用具定期点検報告書の提出（部署管理者、委員の捺印）・
保管する。

②医療用具の定数確認
＜年4回（6・9・12・3月）＞
　　　　⇒定数確認後、医療用具管理台帳の更新を行う。

③医療用具の新規購入があった場合は、医療用具管理台帳に追加・点検計画を立てる。
（３）医療材料の点検の実施

①救急カート内の医療材料の確認
＜年4回（6・9・12・3月）＞
⇒使用期限・外観チェックをし、委員会で報告する。
　　②医療材料の新規購入があった場合は、診療用具リストに追加・点検計画を立てる。
３. 添付文書の管理と医療機器に係る安全性情報等の収集（新規）
（１）添付文書の管理
　①医療機器の使用にあたり、医療機器の添付文書・取扱説明書等の安全使用/保守点検等に関する情報を
整理し、各医療機器に備え付け、その管理を行う。
（２）安全性情報等の収集
　　①医療機器の不具合情報や安全性情報等の安全使用のために必要な情報を製造販売業者等から一元的に収集するとともに、得られた情報を当該医療機器に携わる者に対して、委員会を通じて提供する。
４．点検基準・手順書の見直し（継続）
（１）各種点検基準・手順書の見直しをし、内容の追加・修正を行う。
（２）追加項目が必要な場合は随時追加作業を行う。

（３）見直し完了後、委員会を通じて、改訂版を周知する。
５. 医療機器に関する研修の実施（継続）

　（１）当院で使用している医療機器に関する研修を行う。
　　　①個々の医療機器を適切に使用するための知識及び技能の習得又は向上を目的として、年2回実施する。
②スタッフが確実、安全に機器を使用できるように、点検方法を含め研修を行う。

　　　③新規購入時や救命時に使用する医療機器は、取り扱い方法・注意事項を含めた研修・臨時研修を実施
していく。
＜医療機器に関する研修について＞
　上半期（7月）・下半期（2月）の年2回開催予定です。
　今月中に担当を決定し、お知らせします。
＜佐藤AOMより＞
・県や保健所の立入り監査の対象となる委員会の為、各部署で日々の定数確認や定期点検はきっちりと行うように。また、新規で医療機器の購入があった場合には委員会にて周知し、各部署へ伝えていくように。今年度みさわでレントゲン器機が新規で配置になっている為、情報共有を行って下さい。来年度にはなるが、医療機能評価の対象となっている為、新たに加わった医療機器の安全使用への対応（点検方法や研修）を明確に計画し実施するように。また、点検基準書・手順書の作成は早めに役割分担をし取り組んで下さい。
＜平賀Dr.より＞
・出席できなかったスタッフもいる為、前回議事録の確認を行って下さい。委員会の開始時刻、終了時刻を記載して下さい。PMDA（医薬品医療機器総合機構）に登録すると一早く情報収集が出来ます。
＜次回委員会開催日時＞
　6月21日（火）15：00～　病院2階会議室
議事録担当：橋本　彩花さん
